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農業構造改善事業に仕 .う 遺摯識
掘
司今
は、過去数年1亘 ?て 実施 してきたが、

そ

の都度先人の残 した貴重 な文化遺産
のすばらtさ に触

‐
れることができ、遺跡、遺物

を大切に保護、保存 し、或は記録 と
して残 し学術調査研究の資料 とし、ま

た一般の

人々にも出土品等 を観賞する機会
を与 えて理解 を深めていただ く

ことの重要 さを感

じているものであ ります。

今回は伊賀良地区でも東イ貝」
にあたる三 日市場中島平地籍の発掘調査

を行 った。

この地帯は水田と丁
^部桑国などの材聾 Fあ つ

たので,農業構造改善事業関係者 と

十分協議 を行 ない、関係面積
が広いので地形的な調査を行なっ

たうえで重点地区を

設定 して実施 した6そ れでも相当の 日数
と費用 を要 したが、調査関係者

の献身的努

力によつて所期の目的 を果す
ことが出来

11氏 と指導に当られた大沢和夫、今本i喜
調査団長の佐藤甦信氏、調査員

の今村 I

興、松島信幸氏の 3氏、期間中発掘 に当ら
れた作業員の骨折に感謝 し、尚佐藤氏

は

図版や写真のほか出土品の整理保存
などに意 を用い、立派な報告書 をま

とめ られた

ことに対 し、深甚なる謝意 を表 し、関係各
位 に厚 くお礼申上げます。

EEfrrsz+3F

飯 田 市 教 育 長

例

.本書は昭和51年度第 2次農業構造改善事業に伴 う飯田市三 日市場中島平遺跡の

発掘調査報告書である。

2.本 書 は報告書作成の期限があ り、 この ため調査結果 について充分 な検討 、研究
がなされず、資料提供 に重点 をおかざるを得 なかった。

3.編 及び執筆 は佐藤が担当 した。

4.遺構、遺物の作図・写真は佐藤が担当 し、製図は遺構 を中平一夫、遺物 を田口
さなゑに労 をわず らわ した。

.遺構実測図の うち ピッ ト内、 または横 に記 してあ る数 字 は床 面 か らの深 さを切

であ らわ し、縮尺 は図示 してあ る。

6.遺 物 は飯 田市考古資料館 に保管 してある。
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Ⅳ .発掘 スナ ップ

自 然 的 環 境

中島平遺跡は飯田市三 日市場中島平に所在 する。三 日市場は昭和31年飯田市合併前は伊賀良村三 日市

場であった。伊賀良地区は飯田市街地の南々西にあって,木曽山脈の前山,笠松山 (1325π ),鳩 打峠

(H73π ),高 島山 (1398れ )の 東山麓に位置 し,北の飯田松 川 と南 の茂都川 (久米川の支流)の 強い

押出 しによって広大な扇状地が発達 し,伊賀良地区の中央部の大部分 がこの扇状地にあるといえょう。

この扇状地の中央部の東端 に二 白市場がある。

北はアマヅラ沢 を隔てて下殿岡の伊那谷第 2段丘の平担な面が東に長 くのび,南 は中村区へ と扇状地

が連 らな り,西は前山かちの扇状地が大瀬木区か ら続いてきているが,東は扇状地の先端部 となって複

雑 な地形 :を 呈 している。               、

中島平 は三 日市場の中′己ヽ音5め 4Lに あって,南の新川 と北のその支流アマヅラ沢が東流 して合流す る地

点か ら西に, 三角形に二つの川|に はさまれてできた舌状の新 しぃ扇状地に遺跡は立地 し, 標高 508π ～

517π を測 る。 この扇状地の東端部か ら新川,ア マヅラ沢の浸蝕 は深 まり,浅い谷 を形成 して竜丘地区

新井原、 と続いている。中島平は,北の下殿岡面 とは高距10π ,南西の二 日市場の中心部 とは高距27π

を測 る低位の扇状地にある。           ヽ

微地形 をみると新川の北東岸 ― 遺跡の西は小高い小台地が張 り出 し,畑地地帯 となってお り,低位

扇状地面 は水田地帯 となって1東西に長 くのびてし`る。 この扇状地面は,ア マヅラ沢に面す崖端部か ら南

西に向 って緩い傾斜 をなしている。おそらくアマヅラ沢の旧流路が小台地の裾 を通 っていたもの とみら

れ, そこ1は 黒土の堆積 は深 く,湿田状 をな している。 また新川のす ぐ北岸は氾濫堆積 を行 し水田地帯 と

なってお りも古 く
｀
か ら水田が開けていたもの とみ られる。

・
台地の北側 から東 にかけてはやや高燥 な地帯

となっており, ここに集落は形成されていた。

歴 史 的 環 境

木曽山脈の前山の山麓には,茂都計川上流の矢平では弥生後期 と平安時代の遺跡 として知 られ,孫兵

衛屋敷,牧平,火振原遺跡では縄文早期押型文土器の出土 をみており,各時期の遺物の包蔵量 も多い。

北 にきて佐久良社付近遺跡があるほかには高位 にある遺跡は今の ところ発見 されていない。扇状堪上方

の遺跡には笠松山の北の山裾 にある立野遺跡は縄文早期押型文土器の立野式の標準遺跡である。 この他

縄文前期 。中期・後期の土器の出土 もみている。立野遺跡の一段下に山口遺跡があ り,縄文前期末の土

器が標式 となっている。 また,こ の付近から南に続いて縄文前 。中期の遺跡 は多い。
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図42 中島平遺跡16号住居止出土遺物 (1:4)

図43 中島平遺跡 5号住居址出土遺物 (1:4)

図44 中島平遺跡15号 。21号住居址出土遺物 (1

図45 中島平遺跡 7号住居址上層出土遺物 (1:

図46 中島平遺跡出土小形石器・石製品・土製品
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中央道 は扇状地 中央 を通過 してお り,そ の遺跡発掘調査 では, よう し原 。上の平東部・寺 山・六反田

。大東・酒屋前・滝沢井尻 。小垣外
。辻垣外 。三壺渕 。上 ノ金谷の 11遺跡 が調査 され,縄 文時代 では小

亘外遺跡 で前期 末住居址 と土城群 ,中期 では上の平東部・酒屋前・滝沢井尻 。辻 垣外 。小垣外で加 曽利

E期 の住居址が発掘調査され,小垣外では後期の良好な資料 も発見されてぃる。弥生時代後期では大東

。酒屋前・滝沢井尻 。上の金谷で住居址が発掘 され,良好なこの期の資料 を得てお り,滝沢井尻の方形

司溝墓 より鉄剣 2回 の主体部出土は注 目される。古墳時代 では三壺渕 。上の金谷で住居址が発見され,

平安時代では六反田 。滝沢井尻・小垣外
。三壺渕 。上の金谷で住居址が検出され,小垣外では緑釉陶器

の出土 をみてお り,中世では酒屋前 を中ノ己`に集落の存在 も予想されている。

扇端部か ら段丘面にかけては,扇状面の浸蝕 も深 まり,台地上の水利は悪 く,遺跡は川に面す所に立

也す る傾向 を示 しているが, この面での調査 は西の原遺跡以外にはな く, ここでは縄文 中期勝坂期の住

舌址 3が発掘 され注 目されている。

中島平遺跡周辺 をみると新川に面 した段丘端部 に遺跡は多 く,殿岡面ではア■ヅラ沢 を隔てた北に縄

丈中期の遺跡の市場屋敷,公文所遺跡があ り,南は新川を隔てて下 ノ城・宮 ノ先 。大原遺跡があ り,下

ノ城 は中世の城跡 として注 意すべ き所 とみ られる。 これ ら遺跡の西 にはりつ り原遺跡がある。ここは縄

文中 。後・晩期,古墳時代の遺跡 として知 られ,都市計画街路知久町 ―― 中村線の工事後の堀割 り切採

り面に住居址 2が検出されたが,時期は不明であ つた。中島平の南東,自井川に面 した浸蝕谷に須恵器

の窯址土器洞 (か わ らけぼ ら)がある。

伊賀良地区の古墳は43基 があげられている。.残存するものは 9基 であ り,石室 は破壊 され́,墳丘 を僅

かに残すにす ぎないものが大半で ある。古墳分布 は松川に面す扇端部,新川の両岸の段二端部t茂都計

|||に 面す段丘端部 に東西方向に並んでいる。その他散在する古墳が僅かに見 られ る。多 くは新 しい時期

の古墳 とみ られ,規模 も′1ヽ さい。

中島平周辺では,北に市場屋敷,公文所,狐塚,大塚古墳が新川に面 した段丘端部に並 び,南には丸

山 1, 2号 , 日陰古墳が段丘端部にあって, これより南に経塚原,大畑古墳がある。大畑古墳は伊賀良

地区で最大規模の古墳でほぼ完存 し,盤竜鏡の出土 をみてお り,内部構造 は不明で,古い古墳 とみ られ

る。

伊賀良地区は古代東山道育良駅の所在地 ともみ られているが,そ れに対 しての確証は得 られていない。

伊賀良の庄の名は平安時代 にあらわれ,文献によれば中村,久米,川 路,殿岡の諸郷が含 まれ,松川以

南,阿知川以北,竜西地区一帯 とみ られ,中世末には伊那南端の新野 まで伊賀良庄 と記 されているが ,

その中心が伊賀良にあったもの とはいえない。 中世 にはいっては北条江馬氏が地頭 とな り,北条滅亡

後,小笠原氏が信濃守護職 となって来住 し,小笠原氏の力によって伊賀良井の開発が行われ,伊賀良地

区の大開発が進 んだ時期 とされている。伝承によれば,伊賀良の要所に小笠原氏の武将が配置され,中

島平のす ぐ南の台地 ― 下 ノ城 もその居城の一つ とされている。

神村透「立野式上器の編年的位置について(1)。 (2)。 (3)」  信濃20の 10。 12・ 21の 3

「長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書 一 飯田地内 その 2」  昭和47年度

伴信夫・宮沢恒之  「長野県飯田市伊賀良西ノ原遺跡発掘調査報告」 信濃19の 12

市村咸人「下伊那史」第 2巻  昭 .30

筒井泰蔵「室町時代の伊賀良」 伊賀良村史 昭 .48

注 1
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一
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ェI発 掘 調 査 経 過

第 2次農業構造改善事業飯田市伊賀良地区の昭和 51年度計画 は三 日市場中島平
において実施 されるこ

とになった。中島平は縄文中期の遺跡 として知 られてお り, このため工事に先立って発掘調査
を行 ない

記録保存することになったのが今次調査である。事業計画面積 は13.3加の広面積 であ
るが,大部分は新

川の氾濫堆積地帯と湿地帯であり, また遺跡の西側 は用地外 となつて
いる。期 日,費用の制約のため遺

跡の主要部 とみる扇状地の先端部5,000π 'を 調査対 象 とし,そ の他 は工事中
パ トロールすること呼 した。

段 々の水由のため,段 ごとに I・ HoⅢ の調査区を設け,発掘調査は昭和51年 11月 22日 より,12月 18

日まで行 ない, この間工事の進行は早 く, このため,調査対象地区外の
パ トロール も平行 して行 なわれ

た。
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図 3 中島平遺跡遺構図

13住調査完掘  10。 11・ 12・ 13住測量  土城 33‐34。 35・ 36号検出掘上 げ,演1量

14。 15。 16号住検 出 終 日排 土作業      (朝 積雪 2の,寒 さをます )

ユ桂蓋聾賃名二当雷奮出蟹隻嘉
大きな炉址となり ,11住と同一住居址とみる。

15。 16住調査

15住完掘  土地 38号検出,掘 上 げ l:在羹基 :藻薔量獣易木炭,遺物 を検 出測量

17・ 18・ 19号住検 出調査        調査

調査       柱夕1址 II(21住 )検出調査   王 :艦 b色丁 39号検 出,掘 上 げ

1ラ住遺物多く 減上げ,測量

プ丁玉百莞蔦面理丁 18住調査   Ⅲ区竺房県雷秀兵十轡・ 背晶彊
査

|

19住,鉄 鎌 出土,掘上 げ測量

,t埴 44号底言:在〃、有重嘉轟正層た為文早期土器片多し

趾 千糧取十墳瑚葎繋晟竿
出雁嘱帳

g4



III 調 査

(I)遺 構・遺物

中島平遺跡で発掘調査 した遺構 は次
の ようである。(図 3)

住居址 21

縄文時代 2  早期末 1  前期末 1

弥生時代15  中期末 (恒 川式 )1  後期 14

古墳時代 2  中期 (和泉式)1 後期 (鬼高 H式 )1

中世   2

ど

‐

ム

Ｐ

‐

‐
圭

二
〇 oメ

図 4 中島平遺跡20号住居址,土城 55号 。56号

柱列 l■

土 鉱

1

57

遺物 (図 32)住居址 内の遺物 は水 田造

成時 に削 りとられ,僅 かに小片 を残 して

い るが,住 居址東側の住居址内 より運 び

出 されたとみ る土中よ り,住居址内の小

片 と同時期の土器が多 くみ られ,本址の

遺物 と推定 された。 1・ 3～ 6は 茅山式

の土器 で器壁の厚 い繊維 を含む土器で ,

同一―個体 ともみ らォ■る。 2は本ロノ木式 に

比定 され る押型文の末期 にあたるもので

あ り,い ずれ も飯田下伊那地方 では類
'1

の少 ない土器 である。石器 には 7～ 14が

あ り,12の サ イ ドスク レーパはチャー ト

製 であ り,10。 11は 尖頭器 とみ られ,14

の石鏃 ,8・ 9。 13の剥 片石器があ り,

いずれ も黒曜石製であ る。 7は 黒曜石の

原石 とみ るが一面 に擦痕 がみ られ,そ の

用途 は不 明 であ る。

13号住居址 (図 5)

調査区の南南東部 に発見 され、 2分の

1は 8号住居 l■ に切 られている。東西径

3.8″ の円形 ,暗黄褐色土層 に20∽掘 りこ

む竪穴住居址 である。床面 は部分的 に堅

く, 主柱穴 は 3こ 発見 さノ■ているが, そ

の配置か らみて 4こ , または 5こ とみ ら

遺跡は高 ぃ畦 をもつ段 々の 水田で1 このため水 田造成時 に西側
の畦 ぎわは削 りとられ,遺 構 の破壊 さ

れた もの は多い とみ られ,東 側の畦 ぎわは深 い埋 土 をもってお り,上 層
の遺物 は各時期の土器,陶 器 片

が含 まれていた。

中島平遺跡の聾層は黒色上
の下 に暗黄褐 色土の水成 ロー ムがあって,地 山の砂礫層 とな ってお り,新

しい時期 に形成 された台地 であ る。遺構 は
日音黄褐 色土層 に掘 りこまれてお り,遺構 内部の覆土 は図 6の

3号住居址覆土断面 図 にみぅように,黒 色土 に木 炭 を含むが大部 分で,壁
ぎわに僅 かに暗褐 色土がみ ら

れ るが共通的 であ る。

住 居 址

(|)組 文 時 代

20号住居址 (図 4)

調査区域の最北西部 に発見され,水田造成時に壁 は削 りとられ,僅かにその輪郭 を残すのみであった

南北 3π ×東西 2.7π , 南東
`員

1は 狭 まり不整形な楕円 をな し,地山まで掘 りこむ竪穴住居址 である。床

面は堅 く,主柱穴は 4こ ,中 央 よりやや北西に寄 って石囲炉がある。長 さ20～ 30C/2の石 4こ で方形に囲

み,内部の一辺 は10の と小型であ り,外領1に も焼土 をもつ。西壁に沿って径 50∽,深 さ18の
の掘 りこみ

をもつが,本址の ものか不明である。

12

°
、
31

図 5 中島平遺跡 13号住居址,土城35号



れ る。炉址 は北東 に片寄 ってあ り,85の ×80の,深 さ30のの隅丸方形 をなす地床炉 であ る。

遺物 (図 34)土器 は縄文前期末晴 ケ峯式 を主体 とす る深鉢 で, 回縁部 は無文地
に半裁竹管 に よる大 き

な刺突文 (1・ 6～ 8・ 11～ 13)が付 き, この下 に平 行 沈線文 に刻 目 を施 す横帯文 ,曲 線文 ,斜 線文
と胴下

部 にいた るが一
一般白勺な文様構 成 であ り, 1～ 4は 同一イ固体 とみ られ る。 口唇音5に 糸田い米占土紐 の員占布 と耳

状 (9)。 吸盤状 (6)の 貼布 突起文 ,円 弧文 (10で飾 る もの , 7の 細 くて深 い沈線 を一 条ゆ ぐらす も
のがあ る。

5は 口縁部 に突起 をもち,内 面 を大 い波状 沈線 で飾 る。 15は 地文 の斜縄文 にその上 に結節状 浮線文 を加

飾 し,12は 半裁 竹管 に よる条線文 に 2こ 並 ぶ ボ タン状 の貼布 が付 く:17も 同一系統
とみ られ る。 13は 縄

文 の地文 を浅 い横位 の沈線 で切 り, 10は 複合 口縁 をな し, 8は 口唇音5に 刺突文 の亥りみ布 し, とも
に縄文

を全面 に施 す ものであ る。 この期 の土器 は
いずれ も焼成 は堅 く,晴 ケ峯式土器群 は褐 色 または黄褐 色 を

呈 し,縄文 を主体 とす るは暗灰色 を呈 してお り,縄文前期末の土器 であ り,飯 田地方
の今 洞 H式であ る。

石器 (図 34の 20～ 32・ 46の 1～ 4)床 面 よ り打石斧 10・ 横刃形石器 1(図 34の 20～ 30)と 石 ヒ
1・ 石

鏃 2・ 石錐 1(図 46の 1～ 4)の 出土 をみ,覆 土 よ り打石斧 1・ 磨 石 1が あ り,飯 田地方 におけ る縄文

中期加 曽利 E期の出土様相 と類似 す る。 ただ石 ヒが黒曜石製 であ るこ とに相違 をみ る
のみで注 目され る。

(2)弥生時代 中期

Ъ

ト

3号住居址 (図 6)

調査 区域の南西 に発見 され ,

南北 5.25%× 東西 4.75π の隅丸

方形 をな し,暗 黄褐 色土層 に15

～20"掘 りこむ竪穴住居址 であ

る。住居址覆土 は断面図 にみ る

ように木炭 を含 む黒色土が大部

分 を占め,壁 ぎわに僅 かに暗褐

色土が入 ってお り, これは,本

遺 跡の遺構全般 にみ られ るもの

である。床面 は堅 く,主 柱穴 は

4こ 整 った配置 にあ る。炉址 は

北側の柱穴間の 中央部 にある地

床炉 で,壺形土器片 をコの字 に

立 てた類例 の少 ない タイプであ

る。南壁 よ り僅 か入 つ

～

所 と,

1ヒの隅 に二L城 3号・ 4号 が 1屈 り

こまれている。

遺物 (図 36)土器 のみで石器

の出土 をみない。壺 ,甕 ,高 J不

形土器 があ り, 1の壺 は炉址の

内部に コの字状 に置 かれていた

14

3号住居址猥土 RFfrO図  2-晴 掲色上

土器 で,大形の胴部 は大 き く張 り,櫛描文 に よる頸部 に横位 の波状文 ,肩部 に縦の短線文 をめ ぐらし,

胴部 は無文 とな る。 2の壺 の 回縁部 は受 口状 をな し, 日縁帯 に波状文 がめ ぐり,回 唇部 に刻 目が付 く。

甕 には 3～ 5が あ り, 日辺音Бに 3は す甲弓1状の, 4は 縦 に切 る刻 目が施 され, 月同部 は無文 となる
が, 4に

は荒 い刷毛 目が, 3の 頸部 には箆状具 で削 った調整痕 が付 く,小 形甕 である。 5の底部 は強い張 り出 し

をもつ。高不(6)は 口径 29.2の ,推定高 さ18.5の と大形 で,深 い杯部 は強い稜 をもって直線的 に外反 し,

櫛描文 による波状文 と横走直線文 が交互 に施 され,器 面 を飾 ちてい る。脚部 は無孔 で直線的 に開 き,j不

部 に比 して短か く,器 台 ともみ られ,飯 田地方 では類例 の未 見の ものである。

3号住居址の土器は,弥生 中期 か ら後期への移行期 におけ る中期的要素 一 壺・甕の 回唇部 の刻 日,

大形壺の器形,施文 一 と,高ナ不にみる櫛描文の進歩か らみ て,飯 田地方弥生中期最終末の恒 川式 とし

て把 えた ものである。

中島平 1号土拡 断面図

◎

図 6 中島平遺跡 3号住居址,土 j広 3‐号・ 4号

0            1m

図 7 中島平遺跡 1号 。2号住居址,土 j広 1号 。2号



(0 弥生時代後期

1号住居址 (図 7)

I調査区の南端部に発見され, 4グの 1余 を残して 2号住居址
に切られる。東西 5.lπ

なすとみられ,暗黄褐色土に20の前後掘りこむ竪穴住居址であるL主柱
穴は北

`員

1に 2こ 発

その酉己置からみて4こ とみられる。炉は 2号址によって切ら
れ発見できなかった。

遺物 (図 35の 1～ 4)は 土器のみで,石 器 はな
い。 1の甕 はほぼ完形 で口径 19.6∽ ,高

最大径 は 中央部 IFあ っ
て 口径 と同 じであ る。頸部 は しまつて回縁部

は くの字状 に外反す る

走文が,そ の下 に胴上半分 に 3段 の左方向の斜行短線文
がつ く。 R音褐 色 を呈 し焼成 は堅 く

石粒 を多 く含み,器面 に炭化物 が付着す る。 3は 台付甕
の台部 , 4は 甕 の底部 である。 1

恒 川式の要素 を残す座光寺 原式の古
い ものであ る。 2は 中期 と もみ る壺 の肩部 で混 入品

と

丸方形 を

れてお り

.4οれ, 月同

音FIこ は布彗

土には長

期終末の

られ る。

図 9 中島平遺跡 4号住居址

6は 波状文のみの甕 と

み られ, 届1毛 口がみ ら

れ, 中島式の要素 をも

つ もの とみ られ る。12

・ 13は昼琶́ )歴爵音5と ″みる。

14の 打石斧 は刃部 を欠

きはっき りしないが ,

その形状 か らみて縄文

期の混入品 とみ られ る。

4号住居址 (図 9)

Jヒ西 2分の 1余 を 2

号住居址 に切 られてい

る。南北 5.2π × 東西

4.82の 隅メL方形, 20"

前後の深 さに暗黄褐色

土層 に掘 りこむ竪穴住

居址 であ る。主柱穴 は

3こ 発見 されているが

4こ とみ られ る。
′
炉址 は 2号住居址 に切 られ,北 または西側 に あった とみ られる。遺物 は発見されてい

ないが, 7号住居上の遺物 か らみて座光寺原式の古 い時期の もの と予 想 され る。

6号住居址 (図 10)

H調査区の南西に発 見 され, 7号住居址の西 6%,10号 住居 址の北西 3.5π にあ る。南北 6.58π ×東

西 5.35π の隅丸長方形 ,暗黄褐 色土層 に10～ 15の と浅 く掘 りこむ大形 の竪穴住居址 である。床面 は堅 く,

主柱穴 は 4こ ,北側の柱穴間のほぼ中央 に 3こ の石 をコの字状 に組み枕石 とす る地床 炉 であ る。

遺物 (図 37の 1～ 5,図 46の 7)は 僅 かに 麻面 にみ られた。 1・ 3は 壺 , 1は壺 の頸部 で横走文
と波

状文 がらき, 3は胴部 で無文 である。甕の 2・ 4は ,緩 く「 く」の字状 に開 く口縁部 をもち, 2は 3本

の櫛状具 に よる波状文 が頸部 か ら胴 中部 に 3段 に施 され, 4は 口唇部 に刻 甲が付 き,細 か
い波状文 が施

されてお り,弥生中期末 ともいえる座光寺原式の最 も古 いタイプであ る。 5の祗 石 は砂岩製 で一面
のみ

が使用 されてい る。磨 石金族の未製品に図46の 7が ある。

7号住居址 (図 11)

H調査区の中間部 に発見 され, 6号住居址 の東 6π にあ り,南 東 は電柱 の たあ 一部調査不能 となる。

南北 7.4れ ×東西6.7れ の隅丸長方形 をな し,暗 黄褐色土層 に30～ 40のの深 さに掘 りこむ大形の竪穴住居

址 である。床面 は堅 く,主柱穴 は 4こ 整 った配置 にあ り,炉址 は北側 の柱 穴間の 中央 よ り僅 か北 に寄 っ

てあ り,南 4員りに 2こ 並 ぶ枕石 を置 く地床 炉であ る。覆 EL下 層か ら床面 に達 す集石 (図 12)が, 4隅 に向

う方向 に並 べ られてい る。廃屋墓 とみ る ものである。 この周辺 または石の下 に床 面 に密着 して,壺・甕

の出土 をみている。

遺物 (図 37の 6～ 12)床面 に密着 して壺 。甕 の出土 をみてい る。 6の壺 は口縁帯部 は直 に立 ち,縦 の

17

2号住居址 (図 7)

1号住居址の南 4分の 3近 く

を切 ってお り, また,南 東 は 4

号住居址 の約 2分の 1を 切 つて

い る。南北5.45%× 東西 5.8π

の隅丸方形,暗 黄褐 色土層 に40

の前後掘 りこむ竪 穴住居址 であ

る。床面 は地 山に至 ってお り堅

い。主柱穴は 4こ ,炉 址 は住居

l■の中央 よりやや東 に寄 って あ

り,地 山の礫が その まま利用 さ

れて,地 床炉 をつ くつている。

覆土か。ら床面 直上 に集石 (図

8)が あ り, 東壁 に沿 って 2～

4群,南西側 と北西側 に各 1群

のパー トをな し,そ の 酉己置 か ら

みて廃 屋墓 とみ られ る。 これ ら

よりの遺物の出土はみ られ なか

った。

遺物 (図 35の 5～ 14)=器は

小破片のみで, その時期は決め

難 く座光寺 原式の新 しい ものか

中島式の苦いものかははつき?

しない. 5は 帯お七づこと滅J大 ,こ を

組合す壺の頸部 , 7～ 11は波状

文 と斜 行短文 を組合す甕 であ る。

16
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図 8 中島平遺跡 2号住居址上部集石



沈線 をめ ぐらし,頸部 は横 走文 を, それ をはさんで大 きな波状文 が施 され,胴 部 に刷毛 目が付 く。 中島

式にみ られ るタイプである。 7～ 9の 装 は頸部 は しまって口縁部 は強 く外反す る。波状文 と左方向
に向

く斜行短線文 を組合す一般的 な文様構成 であ り,10は壺 の底部 とみ られ る。 9の 甕 は黄赤褐 色を呈 し,

中島式の胎土 にみ られ るもの で,本 址 は中島式の前半 に位置づ くもの とみ る。

11・ 12は 覆土上層 出土の土師器 で和泉期 とみ る椀 と高ナ不の脚部 である。 こ
の他上層部 よ りは縄来前期

末の土器 片・灰釉陶器の小破 片等の 出土 をみてい る。

8号住居址 (図 13)                        
｀

調査区域 の南東 にあって,南 東 3π に 9号住居址 が あ り,東 は13号住居址 の 2分の 1を 切 ってい る。

南北 4.2π ×東西 3.7π の隅九方形 ,暗 黄褐 色土層 に35の前後掘 りこむ小形の竪 穴住居址 であ る。床面
は

堅 く,主 柱穴 は 4こ 整 った配置 にあ り,い ずれ も袋状 に内部 が広 くなってい る。北西イ員1の 柱 穴間
の中央

よ りやや南 に寄 って炉址 があ り,南 に枕石 を 1こ 置 き埋甕 をもつ埋甕炉であ る。南壁 につ いて出入 口 と

み られ る掘 りこみがあ り, その脇 に柱穴 1こ が付 く。炉址の北 に土器 を置 いた ともみ られ る小 さな掘 り

凹みが 2こ 並 んでいる。

遺物 (図38の 1～ 6)に は土器 1石器 があ る。土器 で は甕 に 1・ 2・ 5が あ
り, 回縁部 は強 く外反す

る。波状文 と左方向の斜行短線文 を施 す。 2は 炉甕 で器面 は磨 かれ,丹 塗 ともみ られ る肌合 を
もつ。 3

は高杯 の脚部 で 3孔 を有 し, 自ぽい胎■ で器面 は箆磨 きされてい る。 4は 壺
の頸部 であ る。石器 に 6の

有肩扇状形石器 があ り,硬砂岩製 で

重量2057,ず ん ぐりしたタイプであ

る。

研磨 す る甕の出現 か らみて 8号住

居址の土器 は中島式の古 い時期 に位

置づ くもの とみたい。

9号住居址 (図 13)

8号住居址の南東 3π ,ア マ ヅラ

沢べの崖端部 にあ.り , 3分の 1は 畦

の ため削 り採 られてい る。南北 4.95

πの隅丸方形,暗 黄褐 色土層 に 15の

前後 と浅 く掘 りこむ竪穴住辱址 であ

る。主柱穴 は 3こ 発見 されてい るが

4こ とみ られ,炉址 は東壁の中 央部

か ら80の入 った位置 にあ り,地床 炉

であ る。

遺物 (図 37の 13-16)は 少 な く,

13・ 14は 壺の 口縁部 ,甕 では15の 頸

部 か ら肩部 の 16は 底部の破 片のみ で

あ る。 はつきりい えないが,中 島式

の古 い時期 とみ られ る。
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図10 中島平遺跡 6号住居址



図 13 中島平遺跡 8号 。9号住居址

10号住居址 (図 14)

Ⅱ調査区の南端 に発見 され, 6号住居址 の南東 3.5π に,東 4.5π に 11・ 12号住居址 が ある。南北 4.45

π× 東西 5.2π の隅九長方形 をな し,北 壁 で30の ,南 壁 で 15のの深 さをもち,暗 黄褐 色土層 に掘 りこむ

竪 穴住居址 である。床面 は堅 く主柱穴 は 4こ ,袋 状 に内部 が広 くなる。炉址 は西側 の柱穴間の中央部 に

あ り,東側 に 2こ の石 が並 ぶ枕石 をもつ地床炉 である。東側 の出入 口にあ たるとみ る所 に小 さなピッ ト

が 2こ 付 いている。

遺物 _(図 38の 7・ 8)は 少 な く, 7・ 8の甕 がある。 くの字状 にゆる く外反す る口縁部 をもち,波状

文 と左方向の斜行短線文の この期 の一般的 な文様構成 で,座光寺原式の新 しい時期 とみ る。

20

‖号 ・ 12号住居址 (図 15)

調査 区域 の南端部 に発見 さ

れ,10号住居址の南東 3.5π

にあ る。 11号 。12号址 は切 り

合 い関係 はみ られず,連続 し

た状態 にある。 11号址 は南北

5.65π ×東西 5.3π 、12号址 は

3.8 4PD× 2.7π の隅丸方形 をな

し, 11号で30～ 35の, 12号で

25～ 30"暗黄褐 色土層 に掘 り

こむ竪 穴住居址 である。 いず

れ も床面 は堅 い。 11号址 は竪

穴内に主柱穴 4こ があ り,い

ずれ も袋状 をな し,内部 が広

〈なる。炉址 は北側の柱穴間

の中央部 にあ って,南イ貝Jに 枕

石 1こ を置 く地床炉である。

東隅 には廃屋墓 とみ られ る集

石 があ り, その下 より床面 に

接 して壺 の出土 をみている。

図14 中島平遺跡10号住居址

12号址 はテラス上の四方 に柱穴が配置 され てぃる。 11号,12号址の北隅 に土城 34・ 33号 が掘 りこまれ
てい るが,そ れ らは形状 と位置か らみて住居址 に付 く貯蔵穴 とみ た方が妥当か もしれ ない。
11号 と12号 との間にカマ ドともみ られ る焼土塊 が検 出 され,焼 土断面図にみ るように上部 に石 と焼土
があって、下部 は掘 りこみ となって木灰 と木炭 が充満 し,そ の中に弥生後期土器片が僅 かにみ られ た。
カマ ドの形態 はな く,上部塩

=を
取去 った跡 は地床炉状 とな り,掘 りこみ部の周辺 は焼土 を もち,11号

址床面 よ り 5のの高 さをもつ舌状の張出 しをな してぃ る。 その状 態か らみ る限 り,11号址 に関連す るも
の とみ られ る。 11号 。12号址の関連 は十分 は検討 がなされなかったが,12号址 は11号址 に付属す る特殊
な施設 一一 大 きな炉址 をもつ ―― と考 え られた。 12号址 よりは, またその周辺 よりの遺物の出土 は掘 り
こみ内部 の土器 片以外 は皆無 であった。

遺物 (図38の 9～ 18)11号住居址の遺物は比較的多 く, とくに廃屋墓 とみる東側隅の集石周辺 とその

下部の床面に密着 して壼の出土が多い。 9～ 12の 壺があり, 9は 口縁帯部は欠け不明であるが,頸部の
横走文 をはさんで振幅の狭い大 きな波状文がつ き,胴上半部 に 2段の 4分の 1円弧文がつ く。loは頸部の

横走文の下に斜行短線文が左方向に,そ の下 に右方向がめ ぐるものである。口縁部 11・ 12は 口縁帯部 は
斜めに内側に折れ,11は 縦の沈線文,12は 波状文 をめ ぐらしている。甕15は くの字状 に緩 く外反する口
縁 をもち,文様は波状文 と斜行短線文の組合モ,16は 細かい櫛描 き波状文が 2段 に,17は短線文が 2段
につ くものである。高ま不に13・ 14があり,13のま不部 は大形,綾 をもって,,緩い孤 を描 いて外反し,14の
脚部は 3孔 を有 している。11号住居址の土器は座光寺原式の古い時期 とみ られる。       `

14号住 居 址 (図 16)

Ⅲ調 査 区 の北 西 にあ って,最 も近 い弥生 後期 住 居 址 17号 とは 16.5π 西 に, また南 は 20π 離 れ て 1号住
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居址 が ある。 南 1ヒ 6.55π

×東西 7.1れ の 隅 九方形

をな し,暗黄褐 色土層 に

20の前後の深 さに掘 りこ

む大形 の竪穴住居址 であ

る。 床面 は音卜分白勺に壁丞く

主柱穴 は 4こ ,整 った配

置 にあ り,西側の柱穴間

の中央部 に地床炉 があ る

南壁 ぎわ床面 に壺・甕
。

有肩扇状形石器の出土 を

み,西 壁 ぎわの覆土下層

か ら床面 にかけて 3こ の

紡錘車が重 なる状態 で出

土 している。南壁 に沿 っ

て 3か 所 ,北壁 よ り 1.4π

はいった所 に 1か所 ,焼

土の塊 りがみ られた。

遺物 (図 39の 1～ 6・

46の 9～ 12)床面 出土 に

壺 ,台付甕 。有肩扇状形

石器があ る。 1の 壺 は完

形 , 回径 12.1の ,高 さ

25.7∽ ,最 大径 は胴中央

部 にあ り, 20-ソ ロパ ン

球状 に張出 し,口 縁帯 の

立上 が りはやや内部 に折

れ,縦 の沈線がめ ぐり,

頸部 の横走文 は一 回転 に 図15 中島平遺跡11号・12号住居址,土城33号 。34号・36号

よる最後のはね上げを見

せてぃる。 横走文 をはさんで回縁音Бと肩音βに波状文が4寸 き, 月同上半音β
に僅 かに雄Ftt F]の 斜イ子短線文が施

され,日 縁内面にも浅い沈線がめ ぐらされている。施文具 は歯
の浅い細かい櫛状具 によるもので,細 く

浅い線で飾 られている。 2の 台付甕 は台部 を欠 く以外
は完型で, 由径 19.3の,推定高 さ24の,胴最大径

は中部にあって丸味をもつ。波状文と左方向
の斜行短線文あ組合せで,胴上半部は刷毛目,下半部は箆

磨となっている。 5の 甕も文様は同じである。壺
・台付甕ともに座光寺原式の典型としヽえよう。 3・ 4

の高ナ不は覆土出土 で, 3は浅 いナ不部 で くの字状 に口縁部 は外反す る。
4の 強 い稜 をもつ J不部 は本 くて大

形 の もの とみ られ る。 6の 有肩扇状形石器 は硬砂岩製 ,重 量 125夕
の小 形 の もの であ る。紡錘車 (図46

の 9～ 12)完形品 3こ と未製 品 ともみ る楕円板 (9)1こ の出土 をみてお り,10は 一面
に放 射状 の沈線 がつ

く。
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14号住居址出土紡錘車一覧表

図番号 材  質 径 (い ) 形  状 重量 (7) 厚 さ(") 備 考

砂  岩
7.0× 6.2

楕  円 100 1.3 未製 品 とみ られ る
表面 に擦痕 がつ く

円

・

40 0。 9 一面 に放射状 に沈線

40 0。 7

5。 7× 6.1 楕  円 48 0.9

17号住居址 (図 17)

Ⅲ調査区のほぼ中央部 にあ り,18号住居址の南 3.5π ,16.5π 西に14号住居址がある。南北 5。 9π ×

東西 5.lπ の隅丸方形,暗黄褐色土層に50のの深 さに掘 りこむ竪穴住居址である。床面は堅 く,主柱穴

は 4こ , 3こ は袋状 に内部が広が り, 1こ は二重 となっている。土器 を置いたとみ る浅い掘 り■みが 4

こあ り, この周辺よりの土器の出土量は多い。炉址 は北側の柱穴間の中央 より南に寄 ってあ り,南側に

2こ の石 を並べ た枕石 をもつ地床炉である。南壁の中央部 に出入回の施設 とみる掘込みが付 いている。

lc

覆土下層 か ら床面 に達 し

て,住居址 の南側 に 3列 に

南北方向に並 ぶ集石 があ り

(図 18)周 辺 よ り床面 に接 し

て土器の出土 は多 く,廃屋

墓 とみるもの である。

遺物 (図 40・ 41,46の 8)

床面出土 に壺 ・甕・台付甕

。高ネ ・祗石 ・紡錘車があ

る。壺
｀
1は 口縁部は大 き く

外反 し, 日縁帯部の立上 り

は短 か く内部 に折れ,最大

径 は胴 中部 にあって球状 を

なす。器面 ははがれて文様

を消失 してい る。 2～ 4の

口縁音5と 11・ 12の 破 片があ

り, 口縁帯部 の立上1り は内

佃1に 折れ:座光寺原式の形

態 をもち,縦 の沈線 をめ ぐ

らしているが, 4は 櫛状具

にょってそれが密 に施 され

ている類例 の少ない もの で

ある。 口縁音卜か ら頸音5は 波

A

図16 中島平遺跡14号住居址



状文 と横走文 を施 すす一般的 にみ る文

様構成であ る。

甕の 8～ 10は ほぼ完形 で, 8は 甲径

19.9-, 高 さ2719-,  9 は Iコ 径 20.5∽

高 ざ23.8の, 10は 口
‐
径 20-, 高 さ24.6

の, 8・ 16は胴部が 1ヽ くらみ 91主 胴
の

張 ヴの少なく,日 径より胴部径が小さ

くなる二つのタイプがみ られる。
いず

れ も頸部 は しまって口縁部 は くの字状

に強 く外反を示 している。台付甕 5～

7は 脚音卜を欠 くがイ也は完ブ形で, 強 く し

まった頸音Бか ら口縁音5は 大 きく くの字
二
  A

状 に外 5こ し, 月同音Ьは大 きく張 り, 5(の

ように球 ,大 |=な るもの
'があ る。 14は 台

‐
付装の脚部である。甕・台付甕

の文様

は 6´あ渡状文のみを除いて,波状文と

左方向の斜行短線文の組合せで,胴上

半部 に刷毛 目が,下半部 は箆調整痕 が  1

み られる。13は 高ナ不の脚部で 3孔 を有

している。17は祗石 とみ られる片麻岩

製でぁ り,1画 面 と 3側面が使用 さ
れて

いる。図46の 8の 紡錘車は 2分の 1を

欠 くが,径 4.6の と小形 で,材質 は石 とはみ られ

ず,精選 した胎土 に よる土器 とみ る もの で側面

を削 り,両面 に擦痕 がみ られ る。

図41の 18～ 20は 覆土上層 よ りの出土で,18・

201i有段 口縁 をもつ壺形土器 であ り,19は 内面

に強い稜 をもって外 反す る国縁 を も
つ甕形土器

‐

で,古 墳時代前期の土師器 である。遺構 は発見

されないが, この期 の住 居址の存在 は予 想 され

水 田造成時 に削 りとら.れ た もの とみ る。

18号住居址 (図 19)

東 3.8π に19号イ主居址 が , i菊 3.5π に17号址居

址があ る。南北 5.2π ×東西 5.2π の隅丸方形
を

な し,暗 黄褐 色土層 に25～ 30の掘 りこむ竪 穴住

居址 である。床面 は堅 く,主 柱穴 は 4こ ,炉丼

は北側 の柱穴間の中間 よ り,南 に寄 ってある地

床炉である。 それ よ り南 80のに炉址状の木炭 を

多 く含 む掘 りこみが あるか,焼 土 は内部 にはな
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図17 中島平遺跡17号住辱斗

図19 中島平遺跡18号住居址

く,短期間使 われて,移 し替 え

られた炉址 と も考 え られ る。

遺物  (図 39の 7・ 8)は 僅 少

で 7の 甕 と半 壊の磨 製石包丁の

出土 を床面か らみたのみであ る。

7の甕 は口縁部 は くの字状 に外

反 し,文 様 は頸部 がはがれてい

るが波状文 と左方向の斜状短線 ‐

文 を組合 す一般的 な文様構成 で

座光寺 原式の新 しい時期 とみ る。

8の磨 製石包丁 は 2分の 1を 欠

く。緑泥片岩製 で 1孔 を有すЪ

図示 してないが上層 より上師

器の前 。中期 とみ る破 片数点の

出土 をみてい る。

19号住居址 (図 20)

Ⅲ調 査区の北東端部 に発見 さ

れ,東 は11%でアマヅラ沢への

浸慣虫崖 となるが, この間は水 田

造成時 に荒れ てお り,遺構 は発

見で きなか った。西 3.8π に 18号住居

址があ る。南北 5.3π ×東西 5.2π の隅

丸方形 をな し,30二 40の の深 さに暗黄

褐色土 に掘 りこむ竪 穴住居址 である。

住居址 内に南北4.15π × 東西3.7%の

隅丸方形 と́な る古 い住居址 がある。北

側 で僅 かに壁 の跡 を残 し,北 西隅 に貯

蔵穴 とみる掘 りこみ がある。整 った配

置 をなす 4こ の柱穴 をもち,北側の柱

穴間の 中央音5に地床 炉がある。炉 と柱

穴はその ままに して 北側 に拡張 され ,

。
旧北壁 に沿 って 2こ の柱穴が配置 され

る。南壁の 中央 よ り西 に寄 って壁 に沿

う150-× 60-, 深 さ25-の IFLり こみ

があ り,掘 り上げ た土 で周囲 を固め て

いる。 内部 は木炭 と灰 が充満 して
い る

が焼土 はな く,こ の外側 に炭化木があ

るが焚火の跡 とは認め難 い ものであ り

その
′
性格 は把握で きなか った。
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図18 中島平遺跡 17号住居址上層集石 図20 中島平遺跡 19号住居址



図21 中島平遺跡 16号住居址上層

“

)古 墳 時 代

16号住居址 (図 21・ 22)

調査区域 の最 も西 に発見 され,中世 の 15号住居址 の西3.5π
,

遺物 (図39の 9～ 18,46の 16)は 少
な く,床 面 よ り座光寺原式 とみ る要 に
9～ 12が ぁ り,13は無文の碗形のナ不部
をもつ高ナ不とみ られ,14は高ま卜の浅 い
ま不部 であ り,15の 打製石 包丁 は刃部両

面が局部磨 製 となってぉ り,重 量41フ
緑 泥 片岩製 でぁ る。図の46の 16は 南壁

に沿 う掘 りこみに僅 か離れ た北東の床

面 に密着 して出土 した鉄鎌 であ る。長

さ12物, 中央音6幅2.2″
`の
完 型。 柄 の

付着部 は折 j反 しとな り, 刃は左不Jき に

つ け られ, 弧 を もってぃる。図 39の 16
の打石斧 は柱穴内の出土 で,石 鍬 とも
み られ るが,弥 生期 の石器 とはは っき
りとい ぇない。 覆土上層の 17・ 18は 前

期土師器 で有段 口縁 を もつ 17の 甕 と,

18メまその胴部 とみ る811毛 目痕 を もっ 破

片であ り,18号住居址上層 出土の土器
とと もに注 目され る

弥生後期 の 14号住居址の南4.5π にある

は口径 14-, 高さ12.9-の 平底 , 赤褐色 を呈す。ともに最大径 は胴 中部 にあ り,頸音5は しまって内面に強
い稜 を もち,日 縁部 は くの字状 に強 く外反 してい る。輪積成 形 で 5は 内外面 に指圧痕 がみ られ,器 面 は

横 なで整形が施 されてい る。甕 には 1～ 4が あ り, 1・ 3は 胴部 は球状 , 2は やや長胴 とみ られ る。頸

部 は しまって外反す る口縁 をもち,内面 に強い稜 をもつ。 日縁部 は横 なで,胴部 は刷毛 目整形 がみ られ ,

特 に 3の 胴部 は刷毛 目痕 を濃厚 に残 している。 7の 碗形土器 はほぼ完形 で回径 10.3の,高 さ5.5∽,底部

は丸底 であるがゆがみ をもつ。 口縁部 は横 なで,箆状具 に よる圧痕 が内外面に見 られ,暗 褐色 を呈す。

高 J不には 8と 9が あ り, 8の ナ不音風は強 い稜 をもち, 口縁部 :ま僅 かな弧 を もって外反す る。刷毛 目痕 をも

つ。 9の 脚部 は僅 かに S、 くらみ をもちて下 が り,裾部 は角 をもって開 く。箆 と刷毛 目整形 が施 されてい

る。

10は砥石 で表面 と側面の 2か所 が使用 され,重 量285夕 の小 形 の 片麻 岩製 であ り,11は 石包丁 で硬砂

岩製 ,重 量 45夕 の粗雑 な作 りの もの である。土製 品に図46の 13の 土玉 が あ る。

5号住居址 (図23)

I調査 区の最 も東側 に発見 され た古墳時代後期後半 の竪 穴住居址 であ る。 この期の住居址 は調査区域

の北の工事 中パ トロールで発見 され既 に水田造成時 に破壊 されたヵマ ド跡 を認め,土師器片の検 出によ

って住居址の存在 を確 かめ た以外 に発見 されていない。

南北 4.9π ×東西

5.5π の隅 丸方 形

をな し,暗 黄褐色

土層 に40γ 45のの

深 さに掘 りこまれ

床面 に接 して炭化

物 が壁 に沿 って炭

化 木;焼 土塊がみ

られ,火 災の住居

址 ともみ られたが

はっきりしない。

床面 は堅 く,主柱

穴 は 4こ , カマ ド

は北壁の ほぼ中央

に付 き,粘 土 カマ

ドで,段 をもって

煙道 が造 られてい

る。

遺物 (図 43・ 46

の 14・ 15・ 17)土

師器,須 恵器,鉄

器 の出土 をみてい

る。 土自雨器 に‐は壷

。甕・碗 。J不・高

が同時期の住居址 は他 に発見 されていない。 南 Jヒ
4.15π ×東西4.1れ の隅 丸 方 形 ,暗 黄褐 色土層 に25
の前後掘 りこむ竪 穴住居址 である。床面 は堅 く全面

_が焼 けて赤 くなってお り,床 面 に炭化木 が横 たわれ
ていた。(図 21)主柱穴 は 4こ 整 った配置 にあ り,炉
l■ は西側の柱穴間の 中央 にあ り,浅 い掘 り凹みの地
床炉 である。炉 に向 いあった東壁 に付 いて,大 きな
深 い掘
,こ みがあ り,掘 り上 げた土 を周囲 に盛土 し

てい る。内部 は木炭,灰 が多 く含 まれていた。炉址

?北西 に灰溜 とみ るピッ トがぁ り,こ の中 よ り壺 1
個体 と高ナ不の出土 をみてぃる。古墳時代 中期前半 と

み る住居址 でぁる。

遺物 (図 42,46の 13)床面 とピッ ト内出土 で土師
器 には壺 ・甕・高ナトがぁ り, 5。 、6の 広 口壺 は完型
5は 回径 13.2物,高 さ11.7のの丸底暗褐色 を呈 し6
26
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図22 中島平遺跡16号住居址 図23 中島平遺跡 5号住居址
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j不があ り,鬼高 H式 に比定 される。図43の 4は壺形土器で最大径 が胴上部
にあ り,肩 の張 る球状 をなし

頸部か ら垂直に立_Lが り口辺部カウト反する。 日縁部 は刷■L日 , 月同音5は箆
磨 としみられ, オ働迫Lを 重≧し光 7尺 を

もつ。甕形土器には 1～ 3・ 5～ 7があ り, 1は 短胴 と́み られ, 
カマ ド内出土で口縁部は短か く外反 し

回径 28.5の,肩部に最大径 をもち,内外面箆整形 を施 し,黄白色 を呈 し甑 とも
みられる器形である。他

はいずれ も長胴甕で,3は ほぼ完形である。回径 21の,高 さ40.5の,器壁
は厚 く,輪積成形の作 りの悪いも

のである。長胴甕 はいずれ も頸部

は しまって回縁部 は くの字状 に外

反 し,刷毛 目整形 が施 され,器 壁

は一般的 に厚 い。 8のま不は赤褐 色

を呈 し,胎 土,焼 成精 良であ り,

10の 碗 は内面黒色,表面 は暗褐 色

を呈 し焼成 は良 くない。 9の 高す不

は覆土出土 で,内 外面 ともに黒色

であ る。

二 ◎

◎
U

メ

図24 中島平遺跡15号住居 l■,土城38号

◎

11
20

◎ユ

須恵器 には 11・ 12の
蓋ナ不の蓋音1(11)と

外部 (12)が あ り, ともに胎土,焼
成の良好 なもので1美 濃

須衛窯産 と
み られ る。鉄器 (図

46の 14・ 15。 16)に は床面 出土
に14,15の鉄鏃 があ る。 14は 刃部

の みで

ぁ り,刃 幅 は広 い。15は
長頸式尖根鏃で茎部

を欠いてい る。 16の 然鎌
は上層部 の出土 で本址

の もほ とは

ぃぇない。 3こ に折れ
ていたが完全 に形 を残 し,柄付着部

は折返 しとなつて
いる。長 さ13.2",幅 は中

央部 で3.2ο
π,刃 は直線的 に付 き,右利

きの もの である。
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図25 中島平遺跡21号住居址,土城 39号
図26 中島平遺跡土城群 I(5号

～15号 )柱列址



(5)中   世

15号住居址 (図 24)

Ⅲ調査区に発見され,工事の道形 をはさんで東に同時期の21号住居址 と隣接 している。4.5π ×4.8π

の菱形状の隅丸方形 をなし,10の前後暗黄褐色土層へ掘 りこむ浅い竪穴住居址である。床面は堅 く,竪

穴外部に北東側 と南西側に各 3こ ずっ 6こ の柱穴が配置されている。住居址 を二等分 した北西側の中央

こ高 さ10物の焼土のマ ウ ン ドがあ り,ヘ ッツイを置 いた もの とみ られ, また北西隅 に焼土 をもつ浅 い掘

り凹みが あ り,炉址 ともみ られ るものであ る。南の隅 に土 J広38号 がある。

遺物 (図44の 1～ 6)中 世 陶器 を主体 とし,天 目茶碗 に 1。 2が ある。 1は 黒天 日, 2は黄瀬戸 とみ

る良質 な ものである。 3は 7L白 色の灰釉 がかか り器形 ははっきりしないが, 壺 の頸部 ともとれ る。 4は

アメ釉 のかか った皿, ス リ鉢 (5ヽ 内耳土器 (6)が あ り,図示 で きない破 片に山茶碗 が あ る。

21号住 居址 (図 25)

工事 の遣形 をはさんで西 に同時期の 15号住居址 があ る。 2間 × 3間 の柱列 が並 び,南 東側 に南北 3π

×東西 2.05π ,深 さ15のの隅丸方形の竪穴がつ き,そ の内部北側 は前面 に溝 をめ ぐらし,溝 の北壁 には

礫を並 べ,マ ウ ンドを形成 している。マ ウン ド部 には焼土があ り,ヘ ッツイ を置 いた とみ られる。

竪穴の東 に 3こ 並ぶ柱穴 と,西 に 2こ並 ぶ柱穴 と炭化木が発見されたが, それ ら以外の柱穴 は発見 さ

れず,本 址 に伴 うもの と推定 された。

遺物 (図44の 7)は 少な く,図示 で きるの は 7の不 目茶碗のみで,ア メ釉 が施 されてい る。
この他黄

瀬戸,山 茶碗の小破 片等数点がある。
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図27 中島平遺跡土城群 I(16号 ～25号 ) 図28 中島平遺跡土城群 I(26号 ～32号 )



柱 列 址

柱列址 I(図 26)

調査区域のほぼ中央部 に発見 され ,‐土城群 Iの す ぐ西 にある。

配列 は不規則 であ り,柱 穴群 として把 えるが適 当か も知 れない。
その位置 か らみて弥生後期住居址 に伴 うもの と考 え られ る。

◎

図29 中島平遺跡土城群 H(40号 。41号

土 鉱
8A

2間 × 2間 とみ る建物址 とみ るがそ
“

遺物 はな くその時期 は不 明であるが ,

1号か ら57号の土城 が発掘調査 さ

れ, I調査区の中央部 に土ナ広群 Iが

その北西のⅢ調査区 に土城群 Ⅱが あ

るが,そ の間には発 見されていない

が,水 田造成時 に削 りとられ,お そ

ら く I・ Hは 連続 して大 きな土鉱群

を形成 していた もの と予想 され る。

周辺に散在するものの中には住居址内に掘 りこまれ,そ の住居址に付属す る施設 ともみ られるがある。
44号 は径 2π 余あり,底部 より有舌 ポイン トの出土 をみ,覆土中より組文早期末の土器が検出され,住
居址 との見方のされるものがある。

次の一覧表にまとめ,特殊 なもの,遺物については後に記すことにした。

図31 中島平遺跡土城 44号 。45号・57号

中島平± 1広一覧表

図30 中島平遺跡土城37号・42号 。43号
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番
　
号

図
番
号
大 きさ(ω

深

さ

物

形  状 主軸方直 遺 物 勘訃辞
備 豪

チ _ 時  期

1 130× 148 楕円形 N85° E 土師器底部 (中期 ) 古 墳 時 代
中   期

150× 176 N90° E 2段 に な る

100〉く86 N4°W 3号住居址 内 にあ る

120× 88 N2° E ″  2段 になる46号 ～54号 )



番
　
号

図
番
号
大 きさ(物 )

深
さ

の

形  状 主軸方向 遺 物 勘図辞
・備 考 ‖寺  りtJl

145× 140 N16・ E 打石斧 1 1響
文時代

140× 130 円 N60°W

130× 120 楕円形 N13°W るれら
こ
切
２
に
石
号
に
６
部

200)く 100 N50°W

112)く  90 楕円形 N5° E
85〉く 65 N48°W

70X 60 Nl° W 弥生後期甕 内部 に石 2こ 亀期

80X 70 円 N70° E
75×  70 N88° E
120〉く 90 楕円形 N69° E 響 著 撃

期 末 王雇 可
内部石 1こ 榮

文前期
130× 130 円 N90° E 内部 こ太′lヽ の Й百 2こ
200× 175 N36° E
110)く 120 N3° E 嵩新言繰禦な仕2
185)く 135 楕円形 N52° E 2段 に な って い る
60×  70 隅丸方汗 N62°W
190× 190 円 N8° W 内音5に 石 あ り

90×  80 N18°W
80〉く 70 N12°W
110)く 100 N35° E
99〉く100 N32・ E
90〉く 68 楕円形 N8°W
140〉く102 N50° E
110× 135 円 N71° E ±28号 と重 な り合 う
150〉〈 80 楕円形 N31・ E ± 27・ 29号 に重 な り合 う
120×  75 N20° E 」■28号 と重 り合 う
140)く 140 円 N44° E 内部石 5個 あ り
98)く 100 N74°W

120× 180 楕円形 N74°W
90× 85 円 N21° E 奏禁,12号住につく貯蔵
80× 100 楕円形 N74°W 黄禁? 1号住につく貯蔵
140× 160 N60°W 縄文前期土器 片 縄文前期
108× 145 N90F E 黒曜石 片 2こ

縄文 ?
150× 160 N48°W
100)く  90 N15°E
110× 100 円 N26°W 縄文早期末土器 片 組 文 早 期

210× 150 楕円形 N10°W
160× 115 N72°E 中世天 目茶碗片 2 中世
76)く  80 円 N60°W 内部石 あ り

110× 100 N62°E
208)く 218 N20°W 褒重f`ふ専里tll+墨

み

い

も

て
と

つ

址
な

。

后
に
り

住
段
あ

の
２
個

期

ｏ６

早
る
石

又
れ

。

縄
ら
る

縄文早期
228)く 122 楕円形 N38°E
125)く  95 N55°E 不 明石器 縄文 ?

109〉く 80 鴨丸方牙 N72・E
95〉く 75 楕円形 N58°W
120x 98 N56°W
100× 125 楕円形 N66°W
80× 70 円 N28°W

34

番

号

図
番
号
大きさ(ω

深
さ

∽

形  状 主軸方向 遺 物 勘図器
備 考 時  期

80× 135 楕円形 N58° W

130× 100 N8° E

82× 80 円 N8°E

80× 90 N64° E

118× 110 N20° E 砥 石 弥生 ?

58)く 60 N20° E 袋 状

土lFA44号 (図 31)

土 j広君羊IIの 東 に独立 した位置 にあ り, 西 3.5π にこLJ広57f計がある。 南 Jヒ218-× 東208-, 暗 ]黄褐 色土

層 に最深部 で78の掘 りこみ,南 東側 は一段 高 くなる。底部 に人頭大か ら拳大の石 が一塊 りに置かれ,床

面状 に堅 い。 その面 に密着 して有舌 ポイ ン トの出土 をみてい る。覆土 は上層 か ら底部
にいたるまで黒色

土 で,上層 か ら下層 にかけて土器の出土が 多 くみ られた。

遺物 (図33)1の 有舌 ポイ ン トはチ ャー ト製,精 巧 な作 りであ る。覆土出土の土器 (2～ 14)は 茅の

穂 の茎 に よる条痕文 が,回 唇部 に刻 目が施 され焼成 は堅 い。縄文早期末の土器 であ る。

土 j広44号の形態か らみて,縄文早期の住居址 との見方 もあ り,飯 田地方 では初 見の ものであ り,今後

に課題 を残す ものである。

土城 39号 ・ 35号の遺物 (図 45の 8～ 10,11～ 13)

土拡 39号 (図 25)は 110の ×100∽,深 さ34のの円形の土拡 で,_L城群 Ⅱの東 に独立 してある。遺物は

櫛状具 による条痕文 が施 され, 8は 刻 目をもつ粘土紐の貼布 がつ く。縄文早期末 とみ る土器 である。

土城 35号 (図 5)は 108の ×145の ,深 さ17のの浅 い楕円形 をなす土
j広である。 7号住居址 と 8号住居

址 の間 にあ り,13号住居址の西 3.5%に ある。図45の 11は 爪形文 ,12・ 13は 縄文 が施 され,縄文 前期の土

器 で 13号住居址 と関連 す るもの とみ られ る。

その他土城 46号 出上の石器 (図 45の 7)は ,断 面 は2.4∽ ×2.1の の楕円 をな し,先端部 を尖 らしてい

る。全面 は磨 かれ角閃石製 である。基部 は折 れてい るが,そ の用途 は不 明 であ る。土城 5号出土の打石

斧 (図 45の 6)は長さ16の,重量190夕 の硬砂岩製で,基部に僅か自然面を残 してぉり,縄文期のもの

とみる。土城14号出土 (図 45の 2・ 3)の 土器は縄文前期末晴ケ峯式であり,伴出の石器は弥生期の石

鍬 ともみられるが,土器からみて縄文期の打石斧とみたい。土埴56号出土に祗石 (図45の
・5)がある。

弥生後期のものとみたが,は つきりしない。片麻岩製である。

遺構外 の遺物 と石器― 覧表

7号住居址上層からその周辺 より縄文中期末加曽利 E期 の土器片 (図 45の 14～ 22)が多 く出土 して
い

る。調査区域の南東端部にある住居址で,そ れよりは用地外 となるが,舌状にのびる中島平台地の先端

部 にこの期の集落の存在が予想される。
・                                       35



遺 構

図
番

号
NIo 器  種 材 質 長

さ 幅

∽
重
，

備   考 遺 構
図

番

号
No 器  種 材 質 長

さ 幅

“

重量
′

備  考

縄 文 時 代
13住 46 1 石  ヒ 黒B麗石 床

石  鏃

載
“
133111 ξ「言

ポイ
|チ
ャート16.612.211601

20住 7 原  石 黒曜石 4 石  錐

8 剥片石器 18住 5 石  '族 覆土上層混入品

9 5住 かまど 混入品
尖 頭 器 土埴14 打 石 斧 硬 折

」」広5 6

「ャート 土鉱46 7 不  明 角閃石 先端部が尖がる折

剥片石器 黒曜石
弥 生 時 代

石

'族
13 住 打 石 器 硬 床 8住 6 有肩扇状形 硬 m5

6住 7 磨石節未製品 緑 1.7 床

6住 3 砥  Ii 砂 岩 床

14住 6 有肩扇状形・ 硬 床

18住 磨製石包丁 緑 折

緑 19住 打製石包丁 両面刃部磨いてある

折 打 石 斧 265 柱穴内

17住 砥  石 片麻岩 床

古 墳 時 代

横刃形石器 16住 砥  石 片麻岩 152 285

打 石 斧 覆土 打製石包丁 硬

敲 打 器 290

中島平遺 跡出土石器一 覧表 (硬…硬 砂 岩 ,緑 …緑 泥 片岩 )

(II)集落 と遺物の様相

中島平遺跡の立地する台地は,最 も新 しく開析 された扇状地で,下層は上流か ら押出 しによる礫層で
その上 に二次堆積 によるロームがの っている。新川 とその支流アマヅラ沢によって形成 されている。 こ

の台地の上 に,縄文早期 。前期 。中期,弥生中 。後期,古墳時代 と,中世の遺構 。遺物が発掘調査 され
た。
´
かつて分布調査時には用地外の北西 よりは平安期の須恵器片が採集 され,各時期 に亘 る遺跡である

ことが立証 された。

(l)縄 文 時 代

縄文時代早期末 とみ る20号住居址 ,土城 44号 (住居址 ともみ られ る)は調査区の北西の中央部 に発見
されてお り、20号址周辺 は水 田造成時 に削採 られ,埋 土 中 よ りその期の遺物が多 くみ られてい る。 おそ
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,く 何 軒かの住居址の存在 が予想 され る。

20号住居址 とみ る土器の主体 となるのは茅山式 であ る。繊維 を多 く含
み,_器壁 は厚 く,胴 上方 に段 を

⊃くる深鉢で, 日縁 と段の間に文様がつ く。太 い凹線 と縄文
・沈線 。押 引文 が,口 唇部 には刻 目が施 さ

■る。押型文土器の最終末の相 ノ木式土器
が含 まれてい る。 口唇部 には列点文 がめ ぐり,横 位の山型文

ヒ列点文 の組合モによって飾 られ,日 縁部 に穿孔 をもち,裏面 も山型文
がめ ぐらされてい る。焼成 はか

しく,褐 色 を呈 してい る。 ともに飯 田地方 では数 少 な
い好資料 で ある。

石器 には小型尖頭器・サ イ ドスク
レーパ・剥 片石器・石鏃がある。

土城 44号底部 出土の有舌 ポイ ン トと覆土下層出土の土器 と
の関連 は十分 な把握 にいたっていな

い。土

器は茅 とみ る穂 茎による条痕 で加飾 されて
い る。東海地方 との関連の深

い早期末 とみ られ る。飯 田地方

では北 ノ城跡 で出土例 がある。

縄文前期末の住居址 は13号 1軒 が発見 され,土〕広35号 にも, 
この期 の土器の 出土 をみてお り, 9号住

居 l■L, 7号 住居址上層 に も遺物 はみ られ,水 田造成時
に削 りとられた住居址 の存在 も考 え られ,南 束の

用地外 にのび る舌状 台地上 に集落が展開 され
てい るもの と予想 され る。土器 は, 日縁部 を大 きな刺突文

で,胴部 を細 い竹管 による浮線文 に,そ れ を直角 に切 る刻 目
が施 され る平行直線文 ,円 弧文 ,綾杉文 で

加飾 す る晴 ケ峯式 を主体 とし,複合 口縁 をもち全面 に斜縄文 を施
す もの と, ボタ ン黙 の貼付 をも

つ諸磯

C式土器 がイ半出 してお り,飯 田地方の今洞 H式に比定 されるも
のであ る。

石器 は打石斧 を主体 とし,床面出土では打石斧 10,横刃形石 器
1,石 ヒ 1,石 鏃 多,石錐 1があ り,

住居址 の 2分 の 1は 弥生後期の 8号住居址 で切 られ,正確 な数 的把握
|IFき ないが,飯 田

響
方の加 曽利

E期の住居址 出土例 とは横刃形石器 を除いて,ほ ぼ同傾 向 を数 的
にみせてい る。加 曽利 E期 の折石斧 と

僅 少 である。石 ヒを除いては,そ の形状 ,材質 に差
横 刃形右器の比 は 3:1以 上 の量 をもつ に対 して ,

違 が認め られないb

縄文 中期末の加曽利 E式 の土器 は 7号住居址上層及
び その周辺 に多 くみ られてい る。 7号址のす ぐ北

は水 田造成時 に削 りとられてお り, さ らに北の I調査区
には, この期の遺物 は発 見 されて いない。 7号

址周辺 にすでに破壊 された住居址の存在
は予想 され,用 地外の南東 にのび る舌状 台地面 に加 曽利 E期

の

集落 が構 成 されてい たもの と考 えられ
る。

(2)弥 生 時 代

弥生時代では中期末恒川式住居址 1と 後期座光寺原式
。中島式住居址14が調査されている。しかし,

水田造茂時に削 りとられ破壊 されたとみる年居址
も予想され,集落についての把握 は不十分である。

弥生中期末の恒川式 3号住居址は単独にあ り,南 と西は水田造成で荒
らされ, この期の集落について

は不明である。土器は,袋状 口縁 をなし,口 唇 に刻 目をもつ壷,日 唇部 を押
引きの圧痕 で加飾す る甕。

J不部 を横走文 と波状文で飾 る大形の高ナト,壼の頸部 と浩部にみる波状文
と縦の短線文の組合せ等は中期

の要素 を強 くもちなが ら後期
への過渡的な様相 をもつ ものとして把 えた

い。

6号・ 11号住居址が あ り, 4号址 は座光寺 原式の
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新 しい時期の 2号住居址に切 られ,遺物 は皆無 であったが,同時期 とみ られ, 2号址 と隣接 しあう。
号 。4号址 と, 6号・H号址の単位 タループがみられ,水 田造成にょり削 りとられた面にも, この期
住居址の存在 も予想される。

土器は, 6号址の壺のソロバ ン状の胴部の張 り,櫛描文の荒い施文 をもつ11号址の壺 に,甕では 6
1■Lに みる国縁の緩いカープをもっぞ外反 し回唇部 に刻 目をもつ ものがあ り,三段 に波状文 をめ ぐらす
の, 1号址の横走文 と二段 に斜行短線文の組合せ等に古い要素がみられ,特に 6号址の甕には中期末
もみ られるもの を含んでいる。石器は 6号住居址 より磨石鏃の末製品 1こ の出土 をみたのみで注 目さ
る。

座光寺原の新しい時期には2号,14号,17号 ,18号,19号住居址がある。 2号址は南に,14号は西
離れ,17号,18号,18号址 は調査 区の北 に3.5π の等 距離 をお い て ぁる。水 田造成 で削 りとられ, ま
用地外の宅地等 に存在す る住居址 も予想 され,集 落構成 を把握す るには不十分 である。 17号 。18号・ ]
号址 は同一方向 に炉 をもち,18号址のみ出入 国 とみ る掘 りこみ をもたないが同一 グループ をなす とみ ″
れ る。 14号址 は大形 で炉 を西イFlに もち,紡 錘車 3こ の・出土 をみ,特殊 な住居址 ともみ られ るが,西 の f
地 に, また Jヒの肖り採 り部 に グルー プす る住居址 の存在 も考 え られ る。 2号址 は東側 に炉 をもち, Jヒ に′
い削採 り面 があ り, それに グル ープす る住居址 は破壊 されているともみ られ る。 2号・ 14号址 には廃 [
墓 とみ る集石 が発見 されている。

遺物 は14号 。17号址以外 は量 は極めて少 ない。壺 の 回縁帯部 の立上 りが内側 に折 れ る,台付甕 をもつ
櫛坤文 にやや洗練 さを欠 くにみ られ る以外 は次期 の中島式 と大差 は認め られな くな る。石器 には14号カ
よ り有肩扇状形石器,17号址 よ り小型砥 石 ,18号址 よ り磨 製石 包丁,19号址 よ り打製石 包丁 と柱穴内 J
土 のやや大形の打石斧の各 1こ の出土 をみてい るにす ぎな く,飯 田地方 におけ るこの時期の石器 出土タ
と しては異例 である。紡錘車 が14号 l■ では完形 3こ と,そ の未製品 ともみ られ る楕円板 が出土 し,い う
れ も砂岩製 であ り,17号 l■Lよ りは土製の紡錘車 の半壊 が出品 してい る。
鉄製品では19号址 あ床面 に密着 して出土 した鉄鎌 が ぁ り,石 器の僅少 さと鉄鎌の存在 は今後の飯 田坦
方 の弥生後期の究明に大 きな課題 を与 えた もの といぇ ょぅ。 なお,鉄鎌 1こ が古墳後期 の 5号住居址 の
上層部 ― 水 田造成時の埋土 よ り発見 され てお り,同 じ層 よ り検 出 され た弥生後期の土器 片か らみて ,
この期の もの と推定 され る。

弥生後期 中島式の住居址 は調査 区域の南側 に集 中 し
て
あ り, 7号・ 8号・ 9号 。10号住居址 がある。

お そらく集落 は用地外の南の舌状 にのびる台地上 に展開 された もの とみ られ る。 7号・ 曼号 は北側 に ,
9号 は東側 に, lo号は西 4則 IF灯ヨを もち, 引ミを手苗く,大態 に 4軒が並 ぶ。 7→テ。 8→チと「司うケFal lこ 火戸をも つ́〔主
居址 が グループ構成 をなすか,弧 を描 く状 態 に向か いあ ぅ住居址 が集落構成単位 をなすかは今後の検討
課題 であ る。 7号住居 l」Lは 大形 であ り,廃 屋墓 が検出 されてお り,遺 物 も.比較的 多 く,特 殊 な意味 をも
つ住居 l■Lと もみ られ る。

遺物 は全体的 に少 ないの は,飯 田地方の この期 の一般的傾 向 である。 中島式の前半 に位置づ く土器 で
前時期 の座光寺 原式後半の土器 と大差 はない。壺 の 口縁帯部 は直立 し,甕 の 回縁部 の外反が強 くな り,
櫛描文が洗練 されて くる。 この地方独 自の土器 で は台付甕 が姿 を消 し,中 島式後半 にな って東海地方の
台付甕 がはぃって くる。胴上半部 に刷毛 目が,胴 下半部 は箆磨 きが盛行 して くる。 また,甕 に黄赤褐色
を呈す土器が現 われて くる。

石器 は 8号住居址 よ り有肩扇状形石器 1こ の出土 をみた以外 にな く,従 来の飯 田地方 におけ る弥生後
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期 の石器の あ り方 に問題 を提示 したもの であ る。

飯 田地方の弥生時代の石器 は量的 に も,器種 の 多様 が特色 とみ られてい る。 しか し本遺跡 での出土量

は極め て少 な く,有肩扇状形石器 2,磨 製・打製石 包丁 各 1の他 磨石鏃の未製 品 1と 柱 穴内出土の打石

斧 1で あ る。有肩扇状形石器 は小形 で作 りもよ くない。鉄器 には鉄鎌の出土 をみてお り,鉄 を祗 いだ と

み る砥石 2こ があ る。中島平 は新 川 とアマ ヅラ沢の氾濫堆積 によって開折 された新 しい扇状地 であ り,

この ため黒土層の堆積 は深 く,耕作の容易 な土壌 であ り,川 に沿 う氾濫原 は水便 に恵 まれた水 田の適地

である。木器の発見はなか ったが (土壌 の関係 で消滅 して しまう)鉄器の保有 とともに木器 の使用が盛

行 した もの と受け とめ られる。

中島式後半の遺構 は発見で きなか ったが, この台地上 に存在 した もの と予想 され,古 墳時代へ と受 け

つ がれてい る。

(3)古 墳 時 代

古墳時代前期とみる土師器の有段口縁をもつ壺・甕が18号 。19号住居址上層より出土をみている。北

4員」の水 田造成時削 りとった所 にこの期 の住居址の存在が予想 され る。

中期前半 とみ る土師器の住居址 に16号址 がある。 1軒のみの発見であるが北西の削 りとり部 か ら宅地

にかけて遺構の存在 は考 えられ る。土器 には壺 ・甕・碗 ・高 J不があ り,刷毛 目痕 を濃厚 に残 す甕胴部 も

あ り,古 い要素 を残す もの とみ られ る。石器 には小形祗石 と打製石包丁 の出土 をみてい る。 この期 に伴

う打製石 包丁 は側面 を僅 かに欠いた粗雑 な作 りの もので,清 水遺跡では多 くの出土例 をみてい る。

古墳時代後期後半の土師器の住居址 に 5号址 がある。 アマ ヅラ沢に面 す台地端部 にあ り, 1軒のみの

発掘調査 である。 その他調査区域外 の工事 中の
パ トロールで水 田造成時 にすでに破壊 された住居址 1を

発見 している。この期の集落が,ア マ ヅラ沢 に面 す台地端部 に南北方向 に用地 外区域 にわ た って展開 さ

れた もの と推定 され, 5号住居址 は集落の南端 に位置 しているもの と思 われ る。

遺物 は,土師器 では長胴化 す る奪・壺・高 J不・碗 があ り,鬼 高 Ⅱ式である。須 恵器 には胎土,焼成精

良 な蓋力不があ り,鉄器 では尖根鏃の出土 をみ てい る。

平安 時代の遺構 は発見されなか ったが,用 地外の台地の北側の畑で飯 田地方産 の須 恵器片 を表採 して

お り, この期の遺構の存在 も考 え られ る。

(4)中 世

中世 では竪穴住居址 をなす15号址,小 さな竪穴 をもち,掘立柱の建造物 をもつ21号住居址 を調査 して

いる。遺物は中世陶器片を主体 とす るが, この中には良質 な天 目茶碗,黄瀬戸が含 まれてお り,皿・ ス

リ鉢・壺 があり,内耳土器・山茶碗の出土 をみ,有力な中世家臣団の居住の地 とみられる。
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中世 にぉけ る伊 賀良庄の中心 は,伊 賀良地 区にあ った とはいえない。鎌倉時代の江馬北 条氏の地頭代
四条頼基の館跡 が,中 島平の北の段丘上の殿 岡にあ った考証 はあ る。三 日市場 の地名 は後の もの と して
も,殿 岡の市場屋敷,公 文所等の中世 に関連 す る地名。 また,中世 の下 ノ城跡 は中島平 のす ぐ南の台地 調 査 組 織
上 にあ る。信 濃守護職 小笠原氏の松尾城 ,鈴 岡城 の築城 とあわせ た鼎,伊 賀良,松 尾への井 水伊 賀良井      ′

(大井 )の開発 は室町時代小笠原氏 によって行 われ た とされてい る。 この ような歴 史的背景 にあって ,
中島平の位置 は中世 家 臣団の居住の地 として選 ばれ たことは当然 といえよう。

1.中 島平遺跡埋蔵文化財 発掘調査委員会

注 1 神村透「飯田地方における弥生時代打石器」日本考古学の諸問題 1964                              橋  本  玄  進    飯 田市教育委員会委員長

2 佐藤   「清水遺跡」 飯田市教委 1976 平  田 英 夫    飯 田市教育委員

3 宮下 操「伊那の庄園」下伊那史第六巻 昭42 勝  野 好

4 筒井泰蔵「室町時代の伊賀良」伊賀良村誌 昭48 沢  柳  イ麦 夫       〃       ‐

`        森  本 信 也    飯 田市教育長

本目 準笹 実    飯 田市教育委員 会事務局 社 会教育 課長

ま  と  め
｀ ・ 2.調  査  団

団  長   佐 藤 甦 信   .

調  査  員 今  村 正  次

中島平遺跡の発掘調査 は用地 内の南側 4,500■2に つ い て行 な った ものである方ヾ,水 田造成時 に削 り採          3.指
 導 者

_

られ破壊 された遺構 は多い とみ られ, その集落 を把握 す るには不 十分 な もの となった。                     大  沢 和  夫    飯 田女子短大教授

今  村 善 興    長野県教育委 員会文化課指導主事           _

縄文時代 では,早 創期 とみ る有舌 ポイン トの出土 ,早 期 末茅 山式,前 期末晴 ケ峯式の住居址 の調査 と          4.事
 務  局

それ ら時期の好資料 を得 たこ とは予想外の成果 であ った。 中期末の加 曽利 E期の遺構 は当初 の予想 に反             
飯 田市教育委員会社会教育課

して発見 されず, この期 の土器片 を検出 したのみ であ るが,用 地外の南 にの びる台地上 に遺構 の存在 は             
相 津   実    社会教育課長

予想 され る。 山 下 舜 平    課長補佐  係長

木 下 ―

姓 時代 0ま 朝 初 訓 式か ら後駆 嬌 原弐 。中 ≒揃 半の鯛 l■L142諮 し 多 く後 料 黎     
木 下 藝 ζ  

係

〃

長

たが,出 土石器の僅 少 さは従来の飯 田下伊那地方の発掘例 と大 きな相違 をみてお り, また鉄鎌の出土 は              
林   茂 喜    主   事

年 目され,今 後の研究課題 を提示 した もの といえょぅ。 .               林   メミ 子     〃

松 沢 健    社会教育主事

.古
墳時代の土師器前期の土器,中 期前半 ,後 期後半 の住居 l■ とその遺物 に好資料 を得 てい る。              5.伊

賀良地区農業構造改善事業担当  :

農  林  課   課長  小  倉 正  一

中世 におけ る住居
■
と良質 な陶片の出土 は室町時代 におけ る伊 賀良庄 ,伊 賀良井 の開発,下 ノ城 跡等                

〃    係長  小 林    衛

に関連 す る武士団の居住 の地 と して把 えたい。 技師 藤 本 照 之  菅 沼 良 収

.                       6.作  業  員

北村 重 美    福 島 明夫    牧 内 住子    中平  兼重    春 日  要

おわ りに今次調査 にあたって県教委文化課今村善興指導主事の御指導,神村透,宮沢恒之両先生の助             
久保田安彦   西尾多二郎   吉沢 徳男   和田 利宏   今村 式部

言があ り,地形地質について
`事

松島信幸先生の御指導,作業にあたられた方々の熱ノしヽな作業態度が大 き             吉川 久子   吉川 弘美   今牧 成子   関島 久子   熊谷 ひさ

な力 となったこと,市農林課藤本照之技師,工事 を請負われた岩手屋建設のご理解御協力のあったこと             下平あや子   今村 澄子   下平 孝子   岡庭   学    中平 下夫

を深謝 したい。
(佐 藤 甦 信 )           

池田 弘美   田口 二郎   佐藤いなゑ   田口さなゑ

40
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に

昭和 51年度の伊 賀良地 区農業構造改善事業 は、三 日市場 を中′己、と

の で、事前 に事業担 当部課 と協議 及 び現地調査 を行 い、昭和 51年 9

発掘通知 届 を提 出 し11月 21日 よ り発掘調査の作業 に着手 した。

三 日市場 中島平 はやや東 に傾 斜 した台地 で北側 に川があ り遺 跡散布地 としての条件 が整 ってぃ るので

数 多くの遺跡、遺構 が所 在す るもの と考 え慎重 に発掘調査 が進め られ た。

今 回の事業費 は総額 2,000,000円 で うち 600,OoO円 は文化庁 の国庫補助対 象分 で国庫補助 306,000円
県費補助 90,000円 、市 負担分 210,000円 、計 600,ooo円 、残 1,400,ooO円 につ いては農業構造改善事業
費 の中か ら負担金 と して飯 田市教育委員会が受 け直轄事 業 として行 い、埋蔵文化財発掘調査記録保存事
業 が大 きな成果 を残 して ここに完 了 しま した。

この発掘調査は耕地 (水田)でぁるため秋の収穫期の終った後に開始しなければならない状況下にあ
り、また天候に左右 される要素 も含んでいるので多少問題 はあったが、幸い土地所有者 をは じめ関係各
方面の方 の々格別な理解と援助とご指導によって、当初計画 していた面積の調査が出来貴重 な資料等が
発掘 され感謝にたぇない。

調査体制は、団長 に佐藤甦信先生、調査員に今村正次先生 をお願い し、先生方の経験豊 かな知識 をも
って終始献身的に協力 をいただき、指導者の飯田女子短大教授大沢和夫先生、県教育委員会文化課指導
主事、今村善興先生 には適切 な助言 をいただき、地質指導 は松島信幸先生 をお願 いしました。 また報告
書の執筆は団長の佐藤先生が終始熱意 をもっ て当られ、ここに完了 したことに対 し深 く敬意 を表 します。

日召不日52寺i3 月

飯田市教育委員会 社会教育課

り

した地区 が実施 され るこ とになった

月17日 付文化庁 に対 し、埋蔵文化財
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図32 中島平遺跡20号住居址 とみ る遺物 (1:3)
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図33 中島平遺跡44号土城出土遺物

(1:3)
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E]35 中島平遺跡 1号 。2号住居址出土遺物 (1:4)

(1～ 4¨。1住, 5～ 14… 2任 )
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4)中島平遺跡 13号住居址出土遺物 (1:

(1～ 30…床, 31・ 32…覆土 )
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中島平遺跡 6号 。7号 。9号住居址出土遺物 (1:4)

(1～ 5… 6住, 6～ 12… 7住, 13～ 16… 9住 )

図38 中島平遺跡 8号・ 10号 。11号住居址出土遺物 (1:4)

(1～ 6… 8住, 7・ 8… 10住, 9～ 18… 11住 )
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図39 中島平遺跡 14号 。18号 。19号住居址出土遺物 (1

,        (1～ 6… 14住   7・ 8… 18住

48            9～ 18。 …19住 (17, 18。…覆―L)

図40 中島平遺跡17号住居址出土遺物 I(1:4)



図 41                       ,
=中 島平 遺 跡 17号住 居址 出 土遺 物 H

(1:4)

(18～ 20覆土上層 )
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図43 中島平遺跡 5号住居址出土遺物 (114)

図42 中島平遺跡 16号住居址出上遺物 (1:4)
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巨]44 中島平遺跡15号 。21号住居址出土遺物 (1:4)
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Ｖ図45 中島平遺跡 7号住居址上層出土遺物 (1:4)

(1…± 1, 2・ 3…±14, 4…±11,

5¨・」ヒ56,   6…・」ヒ5,   7¨・」L46,   8～ 10…・」ヒ39

11～ 13…±35, 14～ 22… 7住上層 )
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図46 中島平遺跡出土月ヽ 形石器・石製品 。土製品・鉄器 (1

(1～ 4… 13住, 5… 18住, 6… 5住 カマ ド, 7… 6住

8… 17住, 9～ 12… 14住, 13・・・16住, 14。 15… 5住

17… 5住上層,16… 19住 )
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図版 1 跡

遺跡 を南か ら 遺跡を西から

遺跡 を南から (調査直前 ) 遺跡を北か ら (調査直前 )

工事終了後の遺跡 (南か ら)
工事終了後の遺跡 (北か ら)
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図版 3 遺

土城 44号出土の有舌ポイン ト

縄文早期末の石器 -20号住居址 とみ る

物

縄 文 早 期 末 の 土 器 一 左

右 3こ (上 1・ 下 2こ )

3こ
`ま

20号イ主

は土拡 44号下層

楊
・―

14号住居址出土 壺

14号住居址出土 紡錘車

14号住居址出土 台付甕 (台部を欠 く)

1号住居址出土 甕

縄文前期末の土器 -13号住居址出土

■
磯

ず
二
響
▼

‐
‐

縄文前期末の土器 -13号住居址出土 縄文前期末の石器 -13号住居址出土 11号住居址出土 壺 弥生後期住居址出土の石器



17号住居址出土甕

17号住居址出土甕

17号住居址出土台付甕 (台部 を欠 く)

19号住居址出土鉄鎌 (表 )

19号住居址出土鉄鎌 (裏 )

16号住居址出土 土師器壺

16号住居址出土 土師器壺

7号住居址出土甕 5号住居址上層出土 鉄鎌 5号住居址出土 土師器褒 5号住居址出土 須恵器杯



図版 4

調査 に か か る I調査区遺構検出

土ナ広群 Iの 検出 5号住居址の調査

伊 賀 良 中 島平

埋蔵文化財発掘調査報告書

一 縄文早。前期.弥生後期.古墳時代の集落址 一

1977.3

長野県飯田市教育委員会

印刷 株式会社 秀 文 社


